
蒜
な
諏
訪
湖
願
う

創
生
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
が
水
草
学
習
会

小
中
生
ら
推
エ
ビ
1
6
0
0
匹
放
流

諏
訪
湖
の
課
題
解
決
に
官
民
協
働
で
取
り
組
む
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
は
1
3
日
、
水

草
学
習
会
を
諏
訪
市
の
諏
訪
湖
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
開
い
た
。
地
元
の
小
中
学
生
や
構
成
団
体
の

メ
ン
バ
ー
ら
約
7
0
人
が
参
加
。
大
量
繁
茂
が
課
題
と
な
る
水
草
ヒ
シ
や
諏
訪
湖
に
す
む
エ
ビ
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
、
湖
畔
で
椎
エ
ビ
約
1
6
0
0
匹
を
放
流
し
た
。

（
松
本
佳
林
）

バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
稚
エ
ビ
を
諏
訪
湖
に
放
流
す
る
子
ど
も
た
ち

諏
訪
市
と
市
教
育
委
員
会
の

「
す
わ
未
来
創
造
『
子
ど
も
ゆ
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
」
と
連
携
し
、
ヒ

シ
の
抜
き
取
り
作
業
に
先
立
っ
で

実
施
。
市
内
小
中
学
生
の
探
究
的

な
学
び
と
体
験
の
場
に
し
た
。

学
習
会
で
は
県
諏
訪
地
域
振
興

局
環
境
課
と
県
水
産
試
験
場
諏
訪

支
場
の
担
当
者
が
講
師
を
務
め
、

水
草
の
種
類
や
役
割
を
紹
介
し

た
。
湖
面
に
葉
を
広
げ
る
ヒ
シ
は

水
質
浄
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た

す
一
方
で
、
沈
水
植
物
の
生
育
を

阻
害
し
た
り
水
中
の
酸
素
量
を
減

ら
し
た
り
す
る
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ

る
と
指
摘
。
諏
訪
湖
の
エ
ビ
に
つ

い
て
は
漁
獲
対
象
で
あ
る
と
と
も

に
、
エ
ビ
が
水
生
生
物
の
死
骸
な

ど
を
食
べ
て
魚
類
や
鳥
類
に
捕
食

さ
れ
る
こ
と
で
「
食
物
連
鎖
の
つ

な
ぎ
役
に
な
る
」
と
伝
え
た
。

放
流
し
た
の
は
、
同
支
場
が
育

成
し
た
ヌ
カ
エ
ビ
1
0
0
0
匹
と

ス
ジ
エ
ビ
6
0
0
匹
。
子
ど
も
た

ち
は
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
な

ど
と
呼
び
掛
け
な
が
ら
バ
ケ
ツ
を

傾
け
、
優
し
く
水
中
に
送
り
虻
し

た
。
ゆ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
」
で
城
南
小
学
校
5
年
の
林
真

央
さ
ん
（
1
1
）
は
「
ヒ
シ
以
外
に
も

い
ろ
ん
な
水
草
が
あ
る
と
分
か
っ

た
。
エ
ビ
や
生
き
物
が
た
く
さ
ん

育
つ
き
れ
い
な
諏
訪
湖
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

放
流
後
は
参
加
者
が
交
代
で
船

に
乗
り
、
手
作
業
で
ヒ
シ
を
抜
き

取
っ
た
。釜

口
水
門
近
く

ヒ
シ
抜
き
取
り

岡
谷
市
な
ど
体
験
事
業

岡
谷
市
と
環
境
市
民
会
議
お
か

や
、
諏
訪
湖
漁
協
は
1
3
日
、
諏
訪

湖
に
繁
茂
す
る
ヒ
シ
の
除
去
体
験

事
業
を
同
市
湊
の
釜
口
水
門
近
く

の
湖
上
で
行
っ
た
。
一
般
市
民
も

含
め
8
3
人
が
参
加
し
、
船
で
湖
上

に
出
て
手
作
業
で
ヒ
シ
を
抜
き
取

った。諏
訪
湖
の
浄
化
と
眉
然
環
境
保

全
へ
の
意
識
向
上
を
目
的
に
、
2

0
1
2
年
か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
い
る
事
業
。
交
代
で
船
に

乗
っ
て
沖
合
に
向
か
い
、
湖
面
に

広
が
る
ヒ
シ
を
船
に
積
み
上
げ
て

い
っ
た
。

こ
の
日
除
去
し
た
ヒ
シ
は
約
3

船
に
乗
っ
て
湖
上
の
ヒ

シ
を
抜
き
取
る
参
加
者
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王
2
0
日
に
は
岡
谷
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ
で
も
ヒ
シ

の
除
去
を
体
験
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て

堆
肥
化
す
る
。

環
境
市
民
会
議
お
か
や

の
小
口
み
さ
子
会
長
は

「
湖
面
に
じ
か
に
触
れ
る

こ
と
で
ヒ
シ
の
問
題
を
肌

還
じ
ら
れ
る
。
多
く
の
人
に
体

験
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い


